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 (様式２) 

  公共事業事前評価調書 

事 
 

業 
 

概 
 

要 

事 業 名 【河川－１】都市基盤河川帷子川河川改修事業（川井本町地区） 

場  所 

(所在地) 
旭区川井宿町５番地７から川井本町 115番地１ 

事業目的 

帷子川流域では急速な都市化の伸展に伴い、降雨時に流出量が増大して

おり、帷子川の流下能力不足により浸水被害がたびたび発生しています。 

本事業は、浸水被害を軽減するため、主に旭区川井本町地区を対象とし

て、流下能力を向上させる整備を行うものです。 

【治水安全度】50mm/hr   【流域面積】約 0.4km2 

【改修計画延長】680m    【浸水想定面積】約 2.7ha 

事業内容 

○位置図 

旭区若葉台

横浜市河川図

帷子川

横浜駅
未改修

事業対象

 

○主な事業概要 

用地取得：約 3,750 ㎡ 

河川整備・護岸設置：約 680m 

道路橋設置：６橋 
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事  業 

スケジュー

ル 
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測量設計

委託 

              

工事、支障

移設 

              

 

 

総事業費 

 

河川整備費 ： 約 58億円（国費約 19億円、県費約 19億円、市費約 19億円） 

 

項目 金額 

（税込） 

内訳 内訳詳細 

用地費 約 7 億円 用地取得費： 

7.23 億円 
－ 

補償費 約 15 億円 補償費： 

14.85 億円 

支障移設費： 2.58億円、 

物件補償費：12.27 億円 

工事費 約 35 億円 本工事費： 

27.96 億円 

護岸：     27.96 億円 

 

附帯工事費： 

6.72 億円 

道路橋（６橋）：6.57 億円 

管理橋（１橋）：0.15 億円 

測量設

計費 

約 2 億円 測量設計費： 

1.50 億円 
－ 

 ※社会資本整備総合交付金交付要綱より都市基盤河川改修事業の補助率

は 2/3（国 1/3、県 1/3）です。 
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事 業 の 

必 要 性 

 

旭区川井本町地区では、帷子川の流下能力を超える降雨により浸水

被害が発生しており、河川改修による流下能力向上が急務となっていま

す。 

 

帷子川の未改修区間は川幅が狭く、蛇行しており（写真①）、大雨の際に川

井橋上流でボトルネックとなること（写真②）により流下能力が不足しています。

これにより、直近では平成 25 年、26 年に床上・床下浸水が発生しています（写

真①・③、表①）。そのため、必要な河川断面を確保し、まっすぐな流れにする

ことで流下能力を向上させる必要があります。 

また、本事業は帷子川水系河川整備計画（平成 26年 12月、神奈川県）に基

づいており、当該地区では 50mm/hr 降雨を対象とした整備を完了させる必要

があります。 

なお、本市の中期 4 か年計画 2018-2021 において中期的な戦略の一つとし

て「局地的な大雨等に強い都市づくり」を位置づけており、河川の浸水対策を

「社会経済被害の最小化」に向けた取り組みとして推進しています。 
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学校橋

上川井小学校

大貫橋

国道16号

川井橋

未整備区間 事業区間 改修済区間

帷子川(現況)

帷子川 都岡消防署

①未整備区間

▽H.W.L.

▽計画河床高(暫定計画)

ｇ

②事業区間

③改修済区間

川幅 約5m

平水位

約0.5m
計画高水位

2.6m

計画高水位

2.6m

計画河川
川幅 約10.6m 現況河川

川幅 約6m

平水位

約0.4m

川幅 約10.6m

※この図は確定したものではありま
せん。今後箇所ごとに適切な護岸
形状を検討します。

現況河川と計画河川の断面イメージ
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写真①～③河川整備状況と大雨による浸水状況（平成 26 年 10 月台風 18 号） 

浸水被害
平成25年４月
（大雨警報）

床上浸水９棟
床下浸水22棟

平成26年10月
（台風18号）

床上浸水５棟
床下浸水10棟

計画河川

現況河川

改修済み

浸水被害

寺

工場

③大栗橋

①・②川井橋上流

床上浸水 浸水深 0.5~1.0m 
     (大人の腰までつかる) 
床下浸水 浸水深 0~0.5m 
     (大人の膝までつかる) 

写真①

写真②

ボトルネックにより
流下能力が不足

写真③

表① 
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事業の効果 

（費用便益分析等） 

 

帷子川河川改修事業を実施することにより旭区川井本町地区の

浸水被害軽減を図ります。 

 

事業区間の上流からの雨水を現況の河川から、新規に整備する河川へ

流入させることで浸水被害軽減を図ります。 

本事業により約 680m の河川を整備することで、約 2.7ha の区域が

50mm/hr の降雨に対して安全となるよう改善します。 

なお、本事業における B/C（費用便益比）は 1.1 以上を見込んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川整備イメージ 

事業前 

事業後 

浸水区域(2.7ha)  
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 費用対効果（B/C） 

割引率 ４％ 

総便益（B）（百万円） 5,732 

総費用（C）（百万円） 5,230 

算出結果 1.10 

『治水経済調査マニュアル(案)』国土交通省河川局（平成 17年 4月）に基づ

き算出 

※治水施設の整備及び維持管理に要する総費用と、治水施設整備によっ

てもたらされる総便益（被害軽減）を、社会的割引率（4％）を用いて現在価

値化した値により算出 

 

環境への配慮 

 

工事による周辺の皆様への影響を可能な限り低減いたします。 

 

・作業基地は必要最小限の規模とし、自然環境への影響を抑えるとともに、

景観面や河川内に生息する貴重種が発見された場合、十分に配慮した施

工を行います。 

・作業基地への資材の搬出入などに伴う工事車両の通行については、交通

誘導員を適切に配置し、作業基地周辺の安全性の確保及び周辺道路の混

雑緩和に努めます。 

・工事中の低公害型建設機械の使用や建設副産物のリサイクルを行うととも

に、横浜市環境配慮指針に基づいて今後の設計・施工段階において積極

的に環境に配慮して取り組みます。 

 

地域の状況等 

 

平成 30年度末時点での、事業対象区間における事業用地取得率は約７

割です。今後とも、取得率を向上させていくとともに、関係近隣住民のみな

さまへ事業計画の説明等を行ってまいります。 

 

事業手法 

 

都市基盤河川改修事業として実施し、国庫補助金・県費補助金の導入を

図ります。 

 

添付資料 
・資料１ 帷子川水系河川整備計画（平成 26 年 12 月、神奈川県）抜粋 

・資料２ 横浜市中期４か年計画 2018－2021 抜粋 

担当部署     道路局河川部河川事業課 (℡ 045-671-3988) 
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■添付資料 資料１ 帷子川水系河川整備計画（平成 26 年 12 月、神奈川県）抜粋 

 

  
出典：「帷子川水系河川整備計画（平成 26年 12月、神奈川県）」 P19抜粋、加筆 

 

横浜市施工区間 

未改修 

区間 

事業対象区間 
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出典：「帷子川水系河川整備計画（平成 26年 12月、神奈川県）」 P22抜粋、加筆 
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出典：「帷子川水系河川整備計画（平成 26年 12月、神奈川県）」 P23抜粋、加筆 

横浜市施工区間 

未改修区間 

事業対象箇所 
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■添付資料 資料２ 横浜市中期４か年計画 2018－2021 抜粋 

 

 

出典：「横浜市中期４か年計画 2018－2021」 P24抜粋、加筆 
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出典：「横浜市中期４か年計画 2018－2021」 P99抜粋、加筆 


